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 プラズモニックナノ構造はエネルギー吸収プロ

セスに焦点を当てることで太陽電池や赤外線セン

サー等の性能を向上させることになどに応用され

る。しかし短波長の光や紫外領域における光吸収

体の作製の報告は少ない。 

我々はこれまでに二層型ワイヤーグリッド構造

において表面プラズモン共鳴による異常透過現象

を明らかにしてきた[1]。この現象を応用し二層型

ワイヤーグリッド構造で表面プラズモン共鳴を用

いて可視～近紫外領域の狭帯域完全吸収体の作製

を目指し、これまでに短波長の p偏光の光におい

て Agを用いた二層型ワイヤーグリッド構造で完

全吸収体ができていることを明らかにし、Alで

も完全吸収体ができることを予測した[2]。本研究

では 405nmの光について Agを用いた二層型ワイ

ヤーグリッド構造を作製し、吸収特性を調べたの

で、それについて報告する。 

初めに、厳密波結合解析（RCWA）法を用い

て、405nmレーザ光入射において最も光の吸収現

象が見られる構造を検討した。作製する構造の透

過率、反射率、吸収率と光入射角度依存性のシミ

ュレーション結果を Fig.1に示す。 

Fig.1 より、20.3°で入射したとき、最大吸収率

90.0%を示していることが確認できる。 

また、反射率と吸収率は 15°付近から 20°付

近にかけて急激に変化していることも確認でき

る。RCWA 法による反射率マッピングの結果か

ら、これは 2層型ワイヤーグリッド構造における

表面プラズモン共鳴によるものであると考えられ

る。 

次に、電子線描画とスパッタを用いて目的の素

子作製を行った。その結果を Fig.2に示す。 

Fig.2より、光入射角度 20°で最大吸収率

62.2%を示していることが確認できる。また、

Fig.1 のシミュレーション結果と同様に反射率と

吸収率が 15°付近から 20°付近にかけて急激に

変化している。最大吸収率の値は低くなっている

が、ピーク位置はシミュレーションとほぼ一致し

た結果を得ることができた。今後は Alでの素子

作成も検討している。 
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Fig.1 Simulated angular spectra for the angle-

of-incidence dependence. 

Fig.2 Experimental angular spectra for the angle-

of-incidence dependence. 
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